
第 3号議案 平成 27 年度事業計画（案）の件 

 

 

平成２７年度 事業計画(案) 

平成 27 年 4 月 1 日より平成 28年 3月 31 日まで 

 

１．【事業実施の方針】 

フォーラムは、良好な地域環境の確保と地球環境保全に関する意識の高揚・保全活動に 

係る事業を行い、「環境都市うつのみや」の実現に寄与することを目的としている。 

平成２６年度指定管理者を継続取得した宇都宮市環境学習センターのフィールドを最大限に 

生かすとともに、会員の参加を得て楽しくその目的達成にまい進したいと考えます。 

 

 

 

(1) 【市民・事業者・行政（以下「各主体」という）の相互交流を図るために必要な情報把握， 

交換及び提供に係る事業】 

①全面改訂したホームページの充実と会報誌「Eco together」、さらにメルマガ等での情報 

発信につとめ活動の見える化を進めとともに、各主体間の環境情報の提供と交流を行う。 

②市内で開催される環境イベントへ出展し、当法人の活動内容を積極的に広報する。 

 
 

(2)【各主体をつなぐ多様な環境学習の場及び機会の創出に係る事業】 

①次の部会活動を継続実施する。定期的に部会長会議を開催し情報共有と連携を強化する。 

・生物多様性保全部会 ＜新規立上げ＞ 

・里山保全部会 

・星空観察部会 ＜名称変更＞ 

・再生可能エネルギー部会 

 

②部会独自の活動だけでなく、環境学習センター、団体、大学等との連携事業を通して、 

環境ネットワークの醸成に努める。 

 
 

(3)【テーマに応じた環境活動の企画・実践に係る事業】 

①テーマに応じた環境活動を企画し、市民が気軽に参加し学べる機会の提供に努める。 

主に(2)項に示す部会及び事務局が中心になり体験型イベントを企画運営する。 

 

 

(4)【宇都宮市環境学習センター指定管理者事業】 

平成 26 年度も、前年度に続き年間利用者３万人超えを達成した。平成 25年 12 月に指定管 

理者第２期目（５年間）の選定をいただいた。平成 27年度は第２期の２年目を迎え、新体 

制のもと、さらなる事業の質的向上を狙い、幅広い層の参加を得て活動を進めたい。 

平成 27 年度は、市民ニーズの的確な把握とフォーラム事業との連携を通して、主軸である 

環境学習機会提供機能の強化を図るとともに、安定した事業運営のため体質強化に努める。 

 

 

 

 

 

 

８ 



 

２．【事業計画】 

（１）各主体の相互交流を図るために必要な情報把握，交換及び提供に係る事業 

事 業 計 画 

１）ホームページ（Ｕ-net）の充実 【運営：情報部会】 

２６年度末全面改訂したホームページの内容を充実し活動の見える化を進める。各主体の環境

情報にリンクさせ、情報交流の中心的役割を目指し、機能の充実を図る。 

さらにメルマガ等を活用し、会員へのホットな情報発信にも努める。 

２）会報誌（Eco together）の発行 【運営：情報部会】 

特集記事の企画、会員の登場、他団体と連携した紙面づくりを行い、タイムリーな環境情報を

掲載する。平成 27年度も写真を多用し、より親しみやすい会報誌づくりに留意する。 

発行予定回数：４回(６月、９月、１月、３月) 

配布先：従来の会員に加え関係団体・機関へも配布 

３）環境イベントへの参画       

  下記の環境イベントに参加しフォーラムのＰＲと入会活動に努める。 

① もったいないフェア（９月予定） 場所：宇都宮城址公園 

② エコもりフェア  （１０月予定）  場所：栃木県子ども総合科学館 

  ③ その他環境イベント 

 

（２）各主体をつなぐ多様な環境学習の場及び機会の創出に係る事業 

事 業 計 画 

【運営：生物多様性保全部会】＜新規立上げ＞ 

１）行政、他団体と協力して生物多様性保全に関する事業を展開し、生物多様性保全に直接寄与 

するとともに、市民参加の場を提供する。 

①参加体験型行事を中心に実施 

②より正しく、効果的な行動を選択できるよう、生物多様性及びその保全に関する学習を 

積極的に行う。 

 

【運営：里山保全部会】 

２）里山環境の保全と環境学習の場の提供 

①里山の保全活動： 毎月第３日曜日午前中に保全作業を行なう。 

②環境学習センター事業「自然体験分野」の支援 及び地域の環境活動支援 

 

【運営：星空観察部会】＜名称変更＞ 

３）環境団体との協働で市民が気軽に参加し楽しく学べる機会の提供 

① 星空観察会 (１月) 

② 環境学習センター事業支援 

・「天体望遠鏡づくり講座」、「星空観察会」の企画運営 

【運営：再生可能エネルギー部会】 

４）27 年度は「水素」を主テーマに再生可能エネルギー創出の実態・課題・今後の普及可能性等

を探る機会の提供。 

  ① 勉強会・施設見学会・実践者との懇談会の実施（毎月） 

  ② 参加メンバーの募集 

  ③ 環境学習センター事業支援 

・「栃木の再生可能エネルギー施設見学会（バイオガス発電他）」の企画運営 

    ・「チャレンジもったいない」等環境イベントへの参加（太陽熱温水器模型キット制作他） 

９ 



 

 

（３）テーマに応じた環境活動の企画・実践に係る事業 

事 業 計 画 

【運営：各部会、事務局】 

１）体験・見学等を通して「環境」に気づく機会を提供する。 

 ① 野鳥観察会 

 ② プチ農業体験 

  

 

 

 

 

（４）宇都宮市環境学習センター受託事業 

事 業 計 画 

 

【運営：学習センター事業部】 

平成２７年度は、指定管理者第２期の２年目にあたる。年間利用者３万人超えを安定的に確保で

きる実力はついてきた。２７年度は新体制のもとに、事業の質的向上を図り、さらなる飛躍を狙い

たい。宇都宮市の環境学習拠点施設としてさらに認知度を高めるとともに、市民ニーズを的確に把

握し、次の各機能を充実させる。また、支持母体であるフォーラムとの事業連携も深めていく。 

 

１）環境学習機会提供機能 

  「地球温暖化」と「生物多様性」を重点ﾃｰﾏに、講座の充実を図るとともに、新しい参加者層

獲得のため託児機能付き講座を試行する。また、企業・社会人向け見学を拡充し、栃木県最大

のごみ発電能力のあるクリーンパーク茂原の学習機会を提供する。 

 

２）活動支援機能 

  事務局を担当する宇都宮市「こどもエコクラブ」の活性化、自主活動グループの活動支援、 

また、フォーラム会員へボランティアサポーターとしての参加を働きかける。 

 

３）交流促進機能 

自主活動ｸﾞﾙｰﾌﾟ、地元自治会、各種団体、企業等の支援をいただき今年度も「エコまつり」を 

開催し、新たに市民の参加を開拓する。 

 

４）情報提供機能 

  ２６年度末に全面改訂したホームページ（FaceBook 含む）での情報発信力強化、1階展示場の

改善、再生品提供事業、視聴覚教材、各種環境団体、企業などの情報提供を充実する。 

 

５）体質強化機能 

  市民サービスを支えるスタッフ資質向上のため教育研修を継続する。 

 

６）市民サービスの向上 

  フォーラムを含め外部評価を積極的に実施し事業運営に反映する。 
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